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対症療法・生命維持などの治療措置を中止してもよい(岡田, 2008, 30 頁; 辰井, 2009, 69 頁)。
これを受け川崎協同病院事件の横浜地裁 2005 年 3 月 25 日の判決も、「患者の自己決定の尊
重」と「治療義務の限界」に触れて同様の要件のもとに治療中止を許容し(児玉, 2006, 222
頁)、控訴審で東京高裁は治療中止の許容に疑問を呈したが（2007 年 2 月 28 日）、最高裁
判決では事件は法律上許容される治療中止にあたらないとした一方で治療中止自体は上述










ックに言及しつつ、許容の原理（principle of permission）が世俗的生命倫理（secular bioethics）
において妥当しているとし(Engelhardt, 1996, ix-xi; cf. Nozick, 1974, pp. 30-4)、それに従えば







も患者による治療中止の自律的決定を正当化する(Singer, 2011, pp. 169-76, cf. 1994, pp. 






















りうるのである。富山県の射水市民病院事件では、2000 年から 05 年にかけて、意識がな
く回復の見込みがないとされた 7 人の患者（うち 5 人はガン）が、人工呼吸器を外されて








































































































































































































































が問題となっている(Engelhardt, 1997; 2006a, p. 10; Tao Lai, 1997)。星野一正は日本において
































































となえ(Engelhardt, 1989, p. 257)、それに加えて、自殺行為においては刃物や毒物などによる傷害が死の原因
となるが、治療中止において死の直接の原因となるのは病魔などで自殺とは異なるし(cf. Brody, 1989a, p. 
113)、異常な治療(extraordinary treatment)を中止して自然な死を迎えてもらうことは許容されうると述べて
いる(Engelhardt, 1996, pp. 342-4; cf. 坂井, 2002, 24 頁)。 
(2) エンゲルハールトは世俗的倫理に加え、特定の共同体においては特定の倫理が妥当することを認めて
いる。その上で、キリスト教徒の共同体においても、なるほど自殺は神の教えに背くものとなるかもしれ
ないが(Engelhardt, 2000, pp. 327-32; cf. Brody, 1989b, pp. 46-51)、通常の治療と区別された異常な治療を中止
して自然な死を迎えることは許容されるとしている(Engelhardt, 2000, pp. 316-23)。 
(3) シンガーは古典的功利主義に従えば、苦痛のみが続く患者を同意により死に至らしめることは当人の
苦痛を除去する上、本人の同意を得てしていることなので他の人々が自分が意に反して殺されるのではな
いかと恐怖に陥ることもなく、従って自発的安楽死は許容されうるという(Singer, 2011, pp. 169-70)。選好功
利主義によれば、生きたいという選好とともに（大変な苦痛があり回復の見込みのもないので）死を迎え
たいという選好も考慮されうる(Singer, 2011, p. 170)。権利の理論によれば、生きる権利は放棄もされうる









(6) なお厚生労働省が 2006 年 9 月 15 日に公表したガイドライン原案によれば、医師一人が単独で決定す
るのではなく医療チームで治療中止に関する方針が決定されるべきである、とされている(高田, 2006, 216
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